
■最近のトピックス 
 ○第８回伊勢湾再生海域検討会三河湾部会を開催しました 
 ○三河湾水底質環境検討会を開催しました 
 ○御津臨海企業懇話会の第１回研修会を開催しました 
 ○三河港振興会蒲郡地区委員会防災部会を設立しました 
 ○衣浦港港湾計画検討委員会（第２回幹事会）を開催しました 
 ○第４回みなとオアシス会議を開催しました 
 ○第２２回「はままつメッセ２０１２」で三河港をＰＲしました 
  

Mini-WANとは 
  港や海に関連する新鮮な話題を中心に、地元の皆さんとのつながりを大切にする広報誌です。 

●全国どこからでも、この電話番号で最寄りの『海とみなとの相談窓口』につながります。 

お ー い に         よ  く  な  れ    み  な  と     

０１２０－４９７－３７０ 
受付時間※/9:00～12:00と13:00～17:00(土・日・祝祭日を除く) 
                   ※一部の地域を除きます。 
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○第８回伊勢湾再生海域検討会三河湾部会を開催しました 

 ２月２１日、第８回伊勢湾再生海域検討会三河湾部会（事
務局：三河港湾事務所、愛知県建設部港湾課）を開催しまし
た。 
 三河湾部会においては、伊勢湾再生海域推進プログラム
（平成２０年３月）に位置づけられた「多様な生物がいきづ
くうみの保全」に向け、三河湾において大きな懸念材料であ
る「貧酸素水塊」の抑制に効果が期待できる方策等について
検討を進めるものです。 
 部会長である中田教授（名城大学大学院総合学術研究科）
の議事進行のもと、事務局から提案した「干潟・浅場造成地
の検討」「広報資料の検討」に対する活発な意見・議論が交
わされました。 
 
  貧酸素水塊（ひんさんそすいかい）：海水中の酸素がほ
とんどなく魚介類が生息できない水域の事を言います。 

※ 

※
      

会場の様子 



○御津臨海企業懇話会の第１回研修会を開催しました 

開会の挨拶をする門脇会長 

                             ２月８日、豊川市御津生涯学習会館（愛知県豊川市）にて、三河 
                      港御津地区の防災に取り組んでいる｢御津臨海企業懇話会」（事務局： 
                      豊川市）が第１回研修会を開催しました。 
                       今回の研修会に向けて、事前に臨海部に立地 
                      する企業の現況を把握するためのアンケートを 
                      実施して、その取りまとめた結果をもとに議論 
                      が交わされました。当御津地区においては 
                      ２,０００人もの従業員が働いており、災害発 
                      生時の安全確保は背後に住む住民の安全確保同 
                      様とても重要なことです。今後も防災対策につ 
                      いて実施できることを検討していきます。 
                       また、当事務所長より三河港の地震・津波対 
                      策について検討していることを説明させていた 
                      だきました。 

三河港湾事務所ホームページはこちら http://www.mikawa.pa.cbr.mlit.go.jp  

○三河港振興会蒲郡地区委員会防災部会を設立しました 

 １月１８日、蒲郡商工会議所で、三河港蒲郡地区の防災に関する認識を深めるとともに、災害時の連絡体制構築や当 
地域の防災体制強化を期すため、｢三河港振興会蒲郡地区委員会防災部会」が設立され、その総会が開かれました。 
 今後は、防災訓練の実施や避難対策の検討等取 
り組んでいきます。 
 総会後の基調講演では、平成２３年３月１１日 
の東日本大震災の際に東北地方整備局で副局長を 
務めていた宮本卓次郎氏（現一般財団法人みなと 
総合研究財団主任研究員）より、「自然災害の基 
本的理解とＢＣＰのあり方について」と題し自身 
の東日本大震災での経験を踏まえたＢＣＰ（事業 
継続計画）のあり方等についてわかりやすい講演 
をされました。 
 先日、豊川市においても「御津臨海企業懇話会」 
が立ち上がり、三河港の各地区において防災に対 
する取り組みが広がりつつあります。いざ災害が 
起こった時に三河港の臨海地区が協力し合えるよ 
うな体制を目指して、当事務所も協力していきた 
いと考えています。 

 ２月１７日、蒲郡商工会議所で、平成２３年度三河湾水底質 
環境検討会を開催しました。 
 海域環境創造事業（シーブルー事業）により、平成１１年度 
西浦地区に造成された干潟は、地域住民のみなさまの憩いの場 
となってきました。しかし、長年の風波の影響から地形変化が 
生じ、背後地からの排水が干潟に滞留するなど干潟本来の効果 
が十分に発揮されなくなってきたことから、これらの課題を解 
決するため、有識者及び関係者による「三河湾水底質環境検討 
会」を設立し、より良い改善策の検討を重ね、環境改善工事を 
                実施し、改善効果を測るた 
                めのモニタリング調査を行っ 
                てきました。 
                 検討会では、このモニタ 
                リング調査結果を基に改善 
                工事の効果について検討を 
                行いました。 
                 委員の方からは、「干潟 
                本来の効果が十分に発揮されており、水路には、海水と淡水の生物が共存するなど 
                環境が多様で他に例がない。広くアピールできる干潟である。」との評価をいただ 
                きました。 
                 三河港湾事務所では、今後も引き続きモニタリング調査を行っていく予定です。 

○三河湾水底質環境検討会を開催しました 

三河港振興会蒲郡地区委員会防災委員の方々 

会場の様子 

環境改善工事施工後の干潟の様子 



○第２２回「はままつメッセ２０１２」で三河港をＰＲしました 

                              ２月２日、３日の２日間、浜松市内で開催された「第２２回はま 
                       まつメッセ２０１２」に三河港振興会がＰＲブースを出展しました。 
                        グランドホテル浜松にて開催された「はままつメッセ２０１２」 
                       は、地域内外から約１２０の企業、団体が集まった展示商談会で、 
                       ２日間で１万人を越える来場者が訪れ、会場では活発な情報交換や 
                       商談が行われていました。 
                        三河港振興会ブースでは、コンテナ取扱実績、船会社・荷主への 
                       助成制度、遠州地域から三河港へのアクセス環境の向上などについ 
                       てわかり易く紹介しました。特に平成２４年３月から利便性が更に 
                       高まる三河港背 
                       後地のアクセス 
                       道路については 
                       多くの来場者が 
                       関心を寄せてい 
                       ました。 
  
  
 また、三河港関連企業や東三河５市の企業誘致パンフレットなど 
を展示するとともに、港湾利用に関するアンケートを実施し、約 
２００名の協力を得ました。アンケートに協力いただいた方には、 
ミスみなとから豊橋銘菓“ブラックサンダー”をプレゼントし、 
バレンタインが近いこともあって、来場者に大好評でした。 
  

ミスみなとからブラックサンダーが配られました 

○第４回みなとオアシス会議を開催しました 

                           １月２６日、第４回「みなとオアシス会議」がシーサイドガーデン                 
館                   （愛知県知多市）にて開催されました。会場となった知多市では、今年 
                     度より「みなとオアシスちた新舞子」が新たなみなとオアシスとして 
                     登録されました。 
                      中部においてはこれでみなとオアシスは４つとなり、港における地 
                     域交流の場としてそれぞれのみなとオアシスではイベント等展開して 
                     皆様をお待ちしております。 
                      また、中部のみなとオアシスにおいては災害時の生活支援機能も付 
                     加しています。例えば、通常のクルーズ活動は、災害時の帰宅困難者 
                     等の交通確保に直結します。賑わいのオアシスを地域の防災にも役立 
                     つ安心のオアシスにしようとするものです。 
            
                      情報入手はこちらから  
                      http://www.pa.cbr.mlit.go.jp/oasis/index.html 開会の挨拶をする加藤知多市長 

○衣浦港港湾計画検討委員会（第２回幹事会）を開催しました 

 ２月７日、衣浦港港湾計画検討委員会（第２回幹事会、 
事務局：愛知県建設部港湾課）が衣浦港湾会館（愛知県 
碧南市）にて開催されました。 
 現在の衣浦港港湾計画は平成２０年代前半を目標年次 
としているため、今後の長期構想をにらんで港湾計画の 
改訂作業を進めております。長期構想の施策として、 
 
Ⅰ．中部圏の産業を支える物流拠点としての港づくり 
Ⅱ．豊かな地域資源を生かした快適な港づくり 
Ⅲ．災害に対して粘り強い港づくり 
 
を掲げ短期的・緊急的に対応が必要な施策を港湾計画に 
位置付けていきます。 
 当幹事会においても出席委員から衣浦港に対する様々 
な意見・要望が出され、活発に議論が交わされました。 

会議の様子 

ミスみなとも三河港のＰＲに参加してくれました 
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